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農業植物の露菌病に閲する研究

I. 粟の露菌病菌 （Sclerosp<Wαg側側伽icol，α）Iこ就て

（第一環報）

樋浦誠

一一一一一ーードコ咽－＝－＞＜－ー一一ー一

STUDIES ON SOME DOWNY MILDEWS OF AGRICULTURAL PLANTS. 

I. O~ SCLEROSPORA GRAMINICOLA (SACC.) SCHROET., 

THE CAUSAL FUNGUS OF THE DOWNY MILDEW 

OF ITALIAN MILLET. (THE l"'IRST PRELIMINARY NOTE) 

BY 

MAKOTO HruRA 

緒 雷

著者ほ数年来、各穂農業植物の重要なる露菌病の研究に着手し、特に従

来、未解決の偉残されて居る諸問題の攻究院努力して居る者そあるが、稀巴見

る可き成績を扇も得たので、取敢へ今報告して、護者の参考に供したいと思

ふ。

此の論文では、粟の露菌病々原菌の生理的性質l[C闘する貫験の一部分を

報告したい心算マあるが、貫験成績の詑通院入る前に、病原菌の串名l二就て

一言し？とい。

TRAVERSO (13）氏が、粟の露菌病菌を研究して、其の卵施子が、エノョロ

グサの露菌病菌の卵胞子よ 0も、著しく大型で、あるのを認め、雨菌を同ーの

種類吉見倣すのは穏嘗で無いごして、粟η菌に劃しては、特に Sclerospora

p匂minicola(SAcc.) ScHROET. var. Setariae-z"talicae TRAVERSOなる新接種名を奥

へたのは、賞広一九O二年の事マあるが、其れ以来菌皐者並に植物病理皐者

の聞に、粟の露菌病菌の串名に艶して二つの見解が生じ、或者は TRAVERSO

氏に同意して、新盤種名を採用して居るが、他の者は、粟の菌も、エノコログ

サの菌も、金〈同一種類さ認めて、従来週 f) Sclero伊oragram仇icola(SAcc.) 

ScHROET. を皐名さして採用して居る。例へば前の意見の維持者ざしては、

[Transact. Sapporo Nat. Hist.日tc. X, Pt. 2, 1929] 
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本邦の津田（rr）、原（4）、笠井（6）氏等があ 0、後の意見の維持者ごしては、
BUTLER (1) (2）、 .MELHUS(7) (8) (9）氏等がある。尤も BUTLER氏は彼の論文民

明記してある様に、彼が研究した粟の露菌に於ては、その卵施子の大きが、

エノコログサのものよ 0も、別段大き〈ないこさを認めた。従って、彼の菌

は TRAVERSO 氏の新盤碕には営らないさ云ふのであって、卵胞子の大きい事

を認めながらも、それだけの根擦で、新捷樺を作るの民は、反封t：：：：~云ふの

ではないので、ある。 MELHUS氏等の論文に於ては、皐名の論議はされて居な

いけれざ、彼は ScleroザJragrami・nicolaが、玉萄黍、粟、エノコログサ等位寄

生するこさを報じて居る。本邦に於ける前記の人遣は、粟の菌の卵胞子の形

態、が TRAVERSO 氏の新接種に符合するから、共の佳採用して居る様ι思は
れる。

著者は之等のごつの意見に劃して、最初二重の興味を持った。即も其ー

は、粟に寄生する露菌病菌に、或は二種類有るのではないか．例へば BUTLER

氏等が認めて居る小形卵胞子のものと TRAVERSO氏及び本邦の諸皐者が認め

て居る大型の卵胞子のものごの二種類そある。而も、大型卵胞子のものほ、

粟？ごけ民寄生し、小型卵胞子のものは粟及びエノョロク・サの類に寄生するの

かも知れない。或は又大型の方も、小型の方も、各々粟及びエノョログサの

類に寄生しながら種類は異って居るのわ也知れない、ど云ふ様な興味である。

其の二は、全〈反主tu亡、粟の菌は一種類でゐるが、環境の知何によって共の
卵胞子が著し〈大きくなったb、小さく成ったりするのではなからうか。そ

の上エノコログサに見出される露菌病菌も、或は粟のご同じ菌ぞはながらう

か。それごも、異った菌であらうかo と云ふ興味で・ある。之等の疑問が充分

仁解決される迄は、粟の菌の正嘗な皐名を決定するこさが出来ないのぞある、

而も、之等の問題を解決する民は、粟の菌及エノコログすの菌の充分なる形

態的検査が肝要で、あると同時l二、接種試験をも行ふ必要がある。

著者の研究は未だ不充分で、あって、軽々な断定を慎まねばならぬが、今

迄になされた卵胞子の測定結果わら見る芝、同じ畑の病穂の中にも、或もの

は主·~して小型卵胞子を生じ、或ものは大型の方を主ざして生じて居る。若

し、その小型胞子を生守、る病穂t：•けを検査すれば BUTLER 氏等の記載l[C.一致

する、若し叉、大型卵胞子の方の材料だけを検査すれば TRAVERSO氏の新獲

種に符合する、さ云ふ様な結果になって居る。而も、同様な関係をエノコ官

グサの材料中にも見出すこ芭が出来た。今若し、粟に見出された小型卵胞子

のものも大型卵胞子のものも杢〈同じ菌広島して居るものさ仮定し、又エノ
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ヨログヲF~見出された爾型卵胞子l司e志も矢張b 同じ菌に属して居るものさ般
定すれば、卵施子Tゴけの比較では、金〈粟の菌もエノコログテの菌も同一種

類ご看倣さねばならぬ程よく一致して居る。而も面白い事には、批等の菌は、

今迄記載されて来た Sc!erosporagraminicola菌にも符合しないし、きりさて

Sc!. graminicola var Setariae-italicaeにも符合しない。恰もこの雨者の詑載を

会して一つにした様な記載に符合するわけである。併しながら、卵胞子だけ

の性質を比較して、種類を云々するのは可な bの危険を免れないし、且叉著

者が見出しti右の如き成績だけでは、果して粟に見出された大型及小型の卵
胞子が同じ菌に属するものか否炉、断定するこさが出来ない。又、エノコログ

サの菌に於ても同じ事が言へる。接種試験や分生胞子時代の比較研究に侯っ

て、剣定するより道が無It、。何れにせよ、著者は目下のごころ、唯、卵胞子

だげの比較によって新設された TRAVERSO氏の新嬢稽に費して賛否を決め難

いから、此慮ではしばらく、従来通bSc!erosp.Jra graminz~ola (SAcc.) ScnRo町．

をそのま h 粟の菌の皐名古して襲踏し、後日その正否に就て詳論したい芝

居、ふ。

分生胞子時代の病衛

Sc!ero.乎oragraminicolaが卵施子時代の外に分生胞子時代を持って居る事

は、古い昔から知られて居る事であるが、卵施子時代の病徴が極めて顕著な

るK卦して、分生胞子時代の病徴は、それほ吉、人目を引カコない矯めに、従

来、未tt、精細な観察が行はれて居ない恨みが有る。粟の菌に於て特に然。
である。因て著者は先づこの分生施子時代の接現経過を精しく知らん芭欲し

戸外で越年3せ？と卵胞子を、畑及び素焼の植木鉢K津山混入し、共蕗へ粟の

種子を播いて接病肢態を観察した0・粟の品穏は、岐阜高等農林皐校農場産の

『ムコグ？ジ』及ぴ『越前演椅』（之は品種名が不明なので、偲に産地名を共

の憧用ひる事にした）の二種類を貫験民供した。其の結果によるさ、分生胞

子時代は粟の第一葉が地上に現はれるさ同時に現はれ得るものである。其の

場合、病葉は一見、金〈健杢に見えるが、裏面に微かな白粉様の徴を生ずる

から、横から注意して観察すれば、比較的容易に認めるこさが出来る。尤も、

方通、る病徴は粟の子苗時代に於ては、あまり永〈績くものでは無い数日に

して、被害葉の表面が慶色し、聞も無〈枯死する。此の場合若L：被害が甚し

げれば子苗まで枯死するが多〈は生長をつ Yけるものであるo面白い事院は

一度、子苗時代に擢病じた植物は、著者の観察じた限bに於ては、全く例外
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無しb亡、必今、次々の葉が順々に礎病する。而も此の連績的な接病は決して外

部からの戚換では無〈、内部の組織を通して侵害する潜在菌繰民基因するも

の、如〈観察された。

粟の子苗時代に於げる分生胞子は、斯の知〈、甚だ振はないものである

が、大形の成葉に現はれる分生胞子は非常に頴著なものである。純白の粉股

物が縦線広務、うて密接族生する肢態は、確かに重要な病徴卒して、見逃しで

はならないものマある。同一の成葉上に、三週間或はそれ以上も永〈連績し

て、夜毎民分生胞子が形成されるあ？とO仕事著しい特徴己認めねばならない。
之が従来、あま bよく観察されて居ないさ云うのは、寧しろ不思議に思はれ
る枕マある。

併しながら、か、る顕著な分生胞子並に捨子梗も、一度、雨が降れば、殆

んざ杢部洗ひ流喜れて仕舞ふもので、ある。のみなιず、雨天の連績は、分生
胞子及び捨子梗の形成を阻止する様に見える。分生胞子が最もよく、形成さ

れるのは晴天の日の翌朝、露深き時であって、確カコに分生胞子の産出さ寄主

体の管養生理芝の聞には、密接な闘係があるものらしい。

成葉に於ても、子昔時代の如〈分生胞子時代は原則ごして、葉の裏面に

生ずるが、菌の侵害程度が激甚な場舎には、時々、葉の表面にも形成される。

病植物は大体に於て健杢な植物さ襲。なく或期間は生長するものである

が、出穂の頃Uとなると、雨者の開に明かな直別が出来る。乃も、病植物に於

τは、逼常穂が形成されずに、尖端の葉が、まだ開かないうも区寅化又は白
捜して仕舞ひ、やがて褐色に襲じ、それが風雨Uとさらされると乱髪肢になっ

て仕舞ふ。そして杢体の大きも一般に小きい。禍色に鍵じたのは卵施子の形

成を物語って居るわりである。著者の賓験岡では、子苗時代から接病した粟

植物の生涯は何れも上述の知き経路を辿って居る。著者は不幸にして、病穂

殺生の経路を未だ明かにすることが出来なかった。叉著者の貫験聞に於吃仕、

分生胞子による二衣的戚染は少〈も、葉が相官に大きく生長してから後には

殆らざ認められなかった。その矯めか否炉、不明で、あるりれざ、兎に角病穂

は不幸にして費生しなかった。併し、著者は、越後園角田潰村の畑マ病穂を

津山観察したが、病穂を生じて居る植物の葉は健全で、あって、分生胞子時代

を生じて居ないところから見るど二次的戚染の結果でないかと思れるが、或

は子苗時代の擢病程度が極めて軽微で、あって穂に主として費病し？とのかも知

れない。それ等の精しい事情吋今後の研究に待たねばなら泊。

猶、病植物の尖端が白援又は黄化して居る時、採集して尖端の葉を閥ν、
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て見ると、時には、津山の分生胞子が内壁に形成されて居ることがある。又、

内壁にはス，ツプスが見嘗ることもある。

分生胞子の生存力

最初、幾度カコ議芽試験を行クたりれど、皆一個も費芽しなわったので、

恐らく、分生胞子の生存力が短いものであらうと考へ的確な生存力主知らむ

鋳めに次の如き貫験を行ク1~ 。

寅験第一（一九二八、七、四）

方法朝八時及十一時の二回に病葉を採集し、諌め用意せる清静なスラ

イ 1:（捺色）上に、蒸溜水を二滴落し、その中へ分生胞子を、注意深き接濁

じよって落下せしめ、それをとペト 9皿で、造クf己犠室中広入れ、定温器に入れ

て一定時間後に畿芽歩合を検査し？と0 

共の成績次の如し。

第一表 午前八時採集のもの

「＼
ス ラ イ ドの番強

I 2 3 4 5 

f昼 度 IS。 150 150 15-16。 15-16＇。

一 一
定湿時器巾
の閃 3 4 4 IO 20 

一
登芽率 。 。 。 。 。

第二表 午前十一時採集のもの

定温君事巾
の時間

還を芽卒

3 

。

見ライドの番機

4 

6 

一
15-160 

24 

。
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上表に於りる温度は、夜の溢度に近いので、あるから、温度の矯めに接芽

が害されたものとは考へられないのマ恐〈、分生胞子が著しく短命なもので

あらうさ考へ、克広三えの如き試験を行つ？とo

賞験第二（一九二八、七、六）

方法 日出前、露の未だ乾燥せぎる時病葉を採集して、直も院議室中に

保存し、 1温度二四度、滋度七五併の賃験室に持束。、賃験牽上に病葉をと。

出し、次の如き時間毎Ii?:費芽試験を行った。此貫J験マは各スライ 1：毎に一滴

宛蒸溜水を落し？とoその結果次表の如しO

第三表 即時民畿芽させたもの

＼＼！ 
スラィ γ の呑競
一一一一 平 均
I 2 3 

温 首苦 170 170 170 

定湿時器中
の問 3 3 3 

愛芽率 昨 323l 276：叫 312 : 252 1002 : 799 
(78%) (81%) (81%) (80%) 

第四表 五分後殺芽させたもの

「ぐ
ス ヲイ 1－・の番競

卒 均
I 宮 3 4 

,. 

温 度 170 I7。 17。 170 

定の湿時器中間 4 4 4 4 

霊童芽望事
ヨ48: 81 ~~4%)9 786 : 263 

(33%) (38%) (33%) (33%) 
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第五表 拾分後に接芽させたもの

＼＼＼！  
3ζ ラ イ ドの番号虎

ヱド 均
l 2 3 4 

温 度 170 170 17。 170 

定温·：！~間中
の時 4 4 4 4 

愛芽理解
254: 19 246 : 17 196 ; 14 2II : 17 907 : 67 
(7%) (7%) (7%) ｛也%） (7%) 

第六表 拾五分後民費芽させたもの

＼＼、 ス ラ イ ドの番披
＼ ＼ ＼ 

卒 均＼ ＼ 

＼＼  ＼ 
l 2 3 4 

＼ 

湿 度 170 17° 170 x70 

定湿器中
4 4 4 4 の時間

発芽望事 520 : 2 480 .. : IO 500: 0 2%4・7%)6

此の外に二十分、二十五分、三十分、六十分、九十分、百二十分毎に夫

々謙芽させたものは、何れも杢然礎芽しなわった。猶此寅i験に於ては、病葉

を質験蚕上にと 0出してから七分位で、殆んぎ露摘は消失したかの如（認め

られた。又、第六表即も、拾五分後に費芽させた場合に於ては、殺芽して居

る分生胞子は何れも費芽管で畿芽して居1~。これから見ると、或は不通蛍な
外界の肢三日ど、費芽管で、接芽することの聞には、何等カコの関係が存在するも

の、知〈見える。尤も、其後の接芽試験の際に戸外わら朝早く採集して得？と

材料乃中には時々費芽管マ接芽して居る分生胞子ゃ、時には、活字走子も見出

されだ場合があるわら、それ等の黙を考慮すれば、これだけの結果からは、

不通常の肢丑が稜芽管による費芽を促濯するどは断定出来ないであらう、何

れにしても、此の貫験によって、本菌の分生胞子が、甚し〈短命であるこど

を生llることが出来ると思ふo殊に、露の消失後に於ける費芽率の念滋な低下

から考へれば、恐らく乾燥が重要なる致命的因子のーで、あることを想像する

に雑くない。著者は同様な賃験を更に二回繰返したが、その結果責験室の温
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度及濃度が異って居る院もわ、わら今、二回巴も、寅験肇上Uと取。出しでわ

ら二十分後の分生胞子には費芽を認めるこどが出来なかった。尤も二三個宛、

費芽皆で費芽して居るものを見出し？とけれざも、之は最初わら混巴て居たも

のかも知れないと思ひ、考窟？に入れて居ないので、ある。兎に角、露滴の乾く

のが早ければ早いほざ、分生施子の生存力は早く失はれる様に思はれた。其

の後著者は、分生胞子の産出巴溢度の閥係を試験して居る際に、材料を議室

lit:入れて、通営な温度に保てば、容易区新しく分生胞子を生守ιむるニごが
出来る事を見出し？とのマ、そうした装置によって、潟室中で形成させた分生胞

子を用ひて、土建と同様な生存力の寅験をやった。その場合~t.は材料が充分

水滴を載いて居tl矯め氏、水分の乾燥がや、晩れて、材料を出してから十三
分まで、水漏か微カコ民認めらた。その結果二十分後に費芽させたものから急

撤区議芽率が低下し；初め、三十分後のもので、は、全々費芽を認め得なかった。

之等の貫験わちして、分生胞子の生存力は乾燥によって、著し（害され

ることを認めたので、著者は兎広材料を爆室ι保存すること侭よクて生存力
を永〈維持出来るか否かを寅験し？と。その結果、二十二度の室温マは拾時間

の後になほ、多〈の分生胞子が立振に費芽するのを認めた。以上の寅験結果

からして、明かに戸外に於ては、露の蒸費と共に、分生胞子の生命は失はれ

るものであると考へて誤りないと信7炉る。

分生胞子の設芽法

Sele仰伊oragraminicola菌の分生胞子が瀞走子で費芽するこ巴は、従来i

められて居るのではあるが、粟の菌の分生胞子の費芽に就ては、未だ充分に

観察きれて居ない雄ひがある。それで著者は、吾が菌も果して瀞走子で殺芽

するか否か、護芽管マ費芽するものを混-t・るが如き事は無いか、若し、有る
ならば瀞走子で畿芽するものとの割合は、ざうで、あらうか、而も雨者の歩合

はざれだけ間定的であるか、或は環境によって容易に一方の畿芽法侭麓化移

行出来るものかざうか、之等の諸黙を吟味することは、本菌の分類事的位置

を定める上に、極めて重要な意義があるので、特に注意深〈貫験観察し？とo

著者は最初、分生胞子の費芽ど混度どの闘係主知らむが矯めに、各種の

温度に就いて数回に渡る接芽試験を試みたが其の際、議芽法をも観察する機

曾を得tz.。その結果、本菌の分生胞子は、その最大多数が瀞走子で接芽する
が、中には費芽管を以て接芽するものもあることを認めた。此費芽管を以て

接芽する分生胞子は撮氏五度わら三十二度に於て認められたが、概して言へ



154 樋浦ー農業鉱物の露首病に闘する究研

ば低温に於ては少ない高温ほざ多〈見出された。例へば新鮮な分生施子を

用ひて試験するとき拾度にては、遁常一個の水滴中氏、杢然見常らないか、

又は一個から二三個位しが見つからぬが、三十度に於ては常広敷個見出され、

時には二十個も見出されることがある。従って、接芽管で、接芽せんとする傾

向は、高温によって、多少促、進されるもので、あると言はねばならぬ。

著者はまた、分生胞子の生存力の試験の際に見出したこさずをあるが、議

室ぞ永〈保存して置いた材料わら得た分生胞子では、議芽管マ稜芽ずるもの

が司般に多い。之等の結果は一面わら見れば、分生胞子の接芽法が環境によ

って、襲動ずることを裏書きするものであって、分類事上興味深い問題であ

る。

併しながら、著者が観察した限bに於ては、なる程、接芽管マ費芽せん

とする傾向が、環境の影響によって多少襲動する事は、認めたもの、、杢般

を遁巴て考察すれば、瀞走子で、殺芽するのが、接芽の本態であることは、明

白マあって、接芽管で費芽ずるものは、むしろ、特異例ご見るのが至営マあ

る。恐ら〈本菌を溢帯わら熱帯に移し、熱帯わら溢帯に移しても、費芽管寸き

接芽する分生胞子が最大多数を占め、活字走子マ接芽するものが特異例jt見倣

きれる耗少数になるご云ふが如きことは、到底考へられない。従って今百の

分類皐的立場から見れば、本菌の分生施子が畿管芽マ費芽すると云ふこさは、

杢〈看過してもlt、、ものであると認める。

柊 I;f[C.思師、宮部、伊藤雨博士の絶えFる御指導を深謝し、叉文献並に

材料の採集で御世話になった逸見博士、阿部農皐士に厚き戚謝の意を表する。

R立SUM立

バ
I. The present paper ww; intended to report the results of some field ob-

servations on the conidial stage and of some experiments on the viability as 

well as on the germination mode of conidia of Scんmザoragraminicola (SAcc.) 

ScHROET. on Italian millet. 

2. The conidia are produced in every stage of the development of the. 

plant. In its younger stage, the symptoms are not easily recognized. Only 

a small indistinct white patch of the conidia and conidiophores of this ungus 

occt:rs en the lower surface of the leaves. In a few days, these a任じcteclleaves 

‘・
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begin to show a discoloured appearance, then soon shrivel and die out. It seems 

to be a .noteworthy fact that, when a young seedling was once affected, its 

・subsequentleaves are infected in succession by the hyphae which extended 

through. the tissue. The con1dia and conidiophores on the lower surface of 

the mature green leaves are conspicuous and easily recognizable at a glance. 

So far as the writer’s observations are concerned, they are produced night after 

night on the same leaves during three weeks or more. 

3; In the field, the viabili匂rof the conidia is lost as soon as the dew 

dries up. The viability of the conidia, collected before sunrise and brought 

in the .laboratory which was kept at 24°C. and humidiザ75%, is mostly lost 
after 20 minutes, while the viability of them kept in the moist condition is 

prolonged far longer. Indeed, dryness is fatally injurious to the conidia. 

4. As the mode of conidial germination is very significant in the taxo-

n'omy of the fungus under consideration, a special attention was paid on it. 

As' a rule, the conidia germinぽeby the liberation of zoospores, but a few by 

_sending out germ-tubes. This latter mode of conidial germination, however, 

is found more freqnently at high temperature or in a prolonged moist condi-

tion. To a certain extent, the both types of germination are reversible to each 

other. After a careful ・observation, the writer came to the conclusion that the 

mode of germination by zoospores is the typical, because the conidia ger-

minated by germtubes were generally so small in number that they might be 

aim:Bt negligible from the ta,xonomic stand-point. 

Botanical Laboratory, 
Imperial College of Agriculture, 
Gifu, Japan 
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